













































































と知り合う。だがリベラルな党派の反発を恐れるヴァイディヒが、 ビューヒナーの原文 「金持ち」 「高貴な人々」
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の没落を描いた革命劇だが、二人が会話を交わすのは一度しかない。この作品では四幕のいずれにも、パリで暮らす民衆の場面が組み込まれていて、重要な役割を果たしている。一幕二場で生活苦 あえぐ市民は次 よう 言う。



























































































145 ） と主張する。 ビュー















































医学研究書を読み漁っていた。父親が予約購読してい 『ヘンケ書房・国家医事雑誌』 バックナンバー 中に、彼はヴォイツェク事件の記事を見つけた。事件当時一〇才だったビューヒナーはこの死刑執行を自分自身で経験していないが、事件のことは記憶の片隅にあったのかも れな 。一八三六年の冬、人生 最後の数ヶ月にこの二つの鑑定書をもとに台本が作られていった。 ラールスの鑑定書に記された実在する殺人者ヴォイツェク 言葉 、そのまま忠実にビューヒナーの戯曲に使われている。『ヴォイツェク』はいくつかの同時代の殺人事件がもとになっているといわれている。いずれも世間を騒がせ、
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 イ（窓際で聞き耳を立てる）あの野郎、あの女！ 　くそー！（震えながら、腰を下ろす。また窓際に寄る）うまくやってやがる！ 　そうだ重なり合って転がれ あの女め、もっとやれ もっとやれ！（
200 ）
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生きた歴史にできるだけ肉薄することです。 〔…〕 」 （
305 ）一八三五年七月二八日付けの手紙が舞台前で朗読された
後、黒い紗の幕が上が 。赤いじゅうたんが全面に敷かれた舞台上に、腰の高さほどの横長の舞台が置かれている。この台を囲んで、縫い目の見えるオレンジがかった赤の布が蚊帳のよう かけられている。さながら見世物小屋芝居、ドイツの伝統的な道化芝居を見 ようだ。芝居の大半はこの台の前で演じられるが、俳優が台の上を歩いたり、台の上に座って前舞台の芝居を観察したりもする 時として台から上半身だけ、あるいは頭だけを見せて演じる芝居は人形劇のようでもある。
最終景だけは台の後ろが舞台となる。愛するカミーユが処刑され、気を失って倒れるリュシール。刑吏たちが彼
女を引きずり、踊りながら洞窟のような舞台奥深くへと消えていく。俳優の持つちょっとした小道具以外は場面の雰囲気 伝える舞台装置・道具は何もない。目立つものといえば第二幕のダントンとカミーユの文学・芸術論争でカミーユが抱える大きな木製の人形ぐらいだろう。映画のショットのように場面を短くつなぎ合わせるビューヒナーの作品にあっては、仰々しい舞台転換はかえって作品の効果を損なうだろ 急激な光 交替が作品のリズムを規定し、場面転換を巧みに処理 ていく。じゅうた の燃えるような赤は、革命を、愛を、そして何よりも歴史の究極の担い手である民衆の息吹、生命を表している。
この上演では一二人の俳優（男八人、女四人）が四九の役を演じる。横長の台がクロークのような役目を果たし、
俳優はそこに置かれた衣装にすばやく着替え、化粧を 直し 違う人物になり代わ クリスチャン・グラスホーフがダントンとロベスピエールの二役を演じている。これは「敵対的に見えようとも二人は同じ幹から出た兄弟である」という演出家の意図なのだろう。一幕六場 作品中ただ一度、二人が対話する場面 あ 白 チョッキ、
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んだ後、ニューヨークで建築学と美術を専攻したウィルソンだが、彼ほど光と色にこだわる演出家はいないだろう。今回も照明のコンセプトと舞台美術はウィルソンが担当している。往年 スター歌手 グレ ネマイアーが歌うも注目だ。
幕が開くと額縁舞台から明かりが差し込む。棺桶のような長い石のベンチと、 「額縁」に沿うように石造りの柱。
ポポー王国の王子レオンスが怠惰で退屈な王室の人生 物憂く語る。ベンチに横 わ 、 「雲 もう三週間も西から東へ流れていく」 （
161 ） 「人間のすることはみんな退屈から始まる」 （
162 ）と王子が言うと、ライトブルーの背
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ライフ マニフェストみたいなせりふで、ハッピーエ ドとな 。
ポップとロックの世界を長らく君臨したグレーネマイアーがソングを作り、オケピットにキーボード、ドラム、

















の観客席からはサッカーのサポーターの熱気に近いものが伝わってくる。演じている は「浮浪者劇団、野ねずみ７」 メンバーたちだ。大尉と医者とマリー 三人だけがフォルクスビューネの俳優、つまりプロで あ はベルリンのホームレスが演じている。老婆を演じる もむく き浮浪者だ
40
貧しい兵卒のヴォイツェクは、お金を稼ぐために大尉のひげを剃り、医者の実験台になっている。人間としての
扱いを受けていないヴォイツェク、 それをベルリンのホームレスのおじちゃんたちが演じている。 なんとヴォイツェクは七人が同時に舞台に立って、交互にせりふをしゃべっていくのだ。冒頭では七人のヴォイツェクが大尉にひざまずき、ひげ 剃る。大尉はメトロノームを両脚にはさんで、 「アレグロ」だの「モデラート」だのと叫んで、仕事の速度を指示していく 医者 七人のヴォイツェクを並ばせ、検査をする。ヴォイツェクを演じる七人はパンク族あり、黒人あり、肥満して動くのも大儀そうなおじちゃんもいる。
カストルフの偉大さは、ベルリンのホームレスを演劇というイベントに組み込むことで、すさまじいまでの臨場
感を生み出したことに る。彼らには独特 生活リズム、スタイルがあり、大尉 ひげを剃る場面でも、一生懸命やっているのだが、何かせかせかして荒っぽい。大尉を演じるプロの俳優が顔を傷つけられないかと、びくびくしている様子が伝わってきて、思わず笑っ しまった。 「ゆっくり ヴォ ツェク、もっとゆっくりやれ と命じる大尉のせりふも、戯曲とはまったく違うコンテクストで聞くことになった。
ビューヒナーが『ヴォイツェク』の中で計算した貧しい人たち せりふの間（ま） 、寡黙さ、そしてその対極に




























　元の脚本の柱を残しつついかに再構成し直すか 今後 課題ということですね。ありがと ございました。では三班、お願いします。
二階堂
　三班は脚本からココシュカの絵をイメージし、舞台に反映できないかと考えました。台本制作段階では舞
台云々はまだ考えられなかったので、ひとまず脚本を手に取る者 「共通イメージ＝ココシュカ」 なるよ表紙にココシュカの絵を付けま 。言葉の点では大尉や医者に関西訛り つ て、メリハリをつけ ようにしました。また、扱いに困ったカール（阿呆）というキャラクターを削りました。
司会





















　台本を作成する際に、コンセプトを一つ決めることがポイントになると思います。例えば、今の社会、格差社会といった問題を、現代の人に突きつけるのか、それとも ビューヒナーの作品をドイツの古典劇として紹介するのか。チームの考えについては今発言してもらったので、各個人が描いたコンセプトに関して伺ってみ いんで が。
市川















　ああ、深い意味は無く、純粋に「親しみ深く」描きたかっ んですね。下町の雰囲気のする関西弁は「下賤」で、それに対して、標準語は「上等」というふうに使い分けられることはよくあります ね。だから最初３班台本を読んだときに、医者と大尉の関西弁には深い意図があるの なと思ったんです。
川井
　方言を使うことは上演する土地に深く関わってきそ な気がします。関西 も標準語も受け止める人 よっ
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　先ほど二階堂さんがおっしゃった「コミカル」という点は私も非常に重要だと思いまし 。二時間なり一時間半なりぶっ続けで難しいことを並べたてられたりすると、しんどくなってしまいます。 すると反対に、どこで人を笑わせるのか、ある は緩急をつけるのかと うこ がポイントになってくると思います
司会
　四班はアカデミックに進めていたそうで が、アカデミックに、原作に忠実に脚本を作る すると「コミカル」 なシーンの作り方も難しくなってくる 思うんです。断片的な戯曲だけに。そこらへん ど したんですか？
三木











　見世物小屋で見られていたのは動物たちであり、その時には他の観客同様、見る立場だったヴォイツェクですが、実は以降の医者の場面などからヴォイツェクも見られる側だということが明らかにな てゆく 冒頭 見せる動物たち 、ヴォイツェクそのものであり、 「見 ＝高い立場」に比べて「見られ ＝低い立場」を意識させる場面だと思います。
岡田
　現実でも人間が「見せ物」になるということ よく起こります。見せ物と うこ は見られること。見られる際には見 側からのカテゴライズが起こります。他者から規定され ことにより失われる人間性。そし 「見る側」にまわり、規定してしまうわれわれの脆い本質 そういうものも意識しました。
角田
　皆さんすごく読み込まれてい 、正直驚きました。近大生よりずっ 深く読んでるんじゃない 。ド マ
48







　大尉の「お前は善人だ、善人だよ」というせ ふが印象的 この疑問が浮かんだんです。ヴォイツェクを善人と見てしまえば、ヴォイツェク目線でこの作品を悲劇と読むことが出来ると思 ますが、実際に殺人を犯すこと自体は許されないことですよね。ヴォイツェクが善人だという見方に対し 、皆さ はどう思っているのか。
小松






















　だとすると、 聖書を否定 るところまではいか くとも、 信仰は意味を成さないという解釈に ると思います。
樋口
　もとも 僕のヴォイツェクのイメージ 、アルバン・ベル のオペラです。高校生の頃にレコードを買って聴いてみる 、先ほどコミカルな要素に関し 話されていまし が そんな要素 少しもありませんでした。あ
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　ヴォイツェクの持つ「狂気」も以前話題に出ていましたね。河合君は次のような問題提起をしています。 「ひとくちに狂気といっても、多様です。美化された狂気でないことは確かですが、そもそもヴォイツェク それは、理性 対峙するものな でしょうか」 （河合） 。 塚田さんもヴォイツェクの親近性を指摘しています。 「私が思うヴォイツェクは、徳も善 な ただの貧しい兵士だったけ ど、一生懸命、一途に生きた結果、紙一重のところで狂ってしまった人物です。身分階級が消えつつある現代においても、彼と似たような状況はいくらで あります。読者はその意味において、彼を他人と思えないのだと思います」 （塚田） 。狂気の中身 つ て少し具体的に論議したいと思います。
川口
　マリーを殺した後、ま のこのこと殺人現場に戻ったり、凶器を買うとき 殺す道具をけちったりするのはすごく不細工で不恰好だと思うんです。殺人現場に舞い戻って凶器を探しに行く 、 「物語」としすごく不自然だと思います。だから殺人が起こるまでは観客 期待通りだが、その後は作品に現実感を与え、観客の感情移入を拒むことによって、観客が自分のわが身を考えさせられることに る で と思いました
川井









　壁や地中から声が聞こえてくるということは、や り精神に何らかの異常をきた ていると うことでよね。医学的にリアリスティックな視点から、実際の事件のケースを綿密に考証なり、観察なりをしたのないかと思っています。
松尾







　狂っているか否かも大切でしょうが、一番大切な は狂った原因ではないでしょうか。なぜビューヒナーこの実際に起こった殺人事件を題材にした か。この事件の中のどこに触発されたのか。狂ってしまう原因は脚本のなかに設定されているはずです。なぜ「医者によって」狂わされたり、 「マリーを奪われて」狂わされたりしたのか。自分たちが脚本を再構成して上演する際に 原作者の意図と仕掛けをまず知らなくてはいけないと思います。
松尾
　狂気と正気というのは対概念に思われがちですが、〇か一か キッパリと区切れるものではなく、グラデーション的な相対性を持つと思います。程度の差こそあれ、きっ けがあれば人は簡単に狂えるわけです。狂気という自分の世界を作る理由は、そのきっかけ、つまり現実から自分の身を守るためだとも言われています。貧乏であるがゆえに、医者の実験に使われ、大尉には 下され マリーを奪われ……。このような環境にお て自らの心身を「健全に」保つために、徐々にヴォイツェ は い、クライマックスにおいて妻を殺すに至ったとは言えないでしょうか。
司会





　節操のないただの浮気ととった場合は、ヴォイツェクに対する裏切りが強調されることになりますが、それでいいのかと うことです。あるいはヴォイツェクと同様 貧民の平面に並べて彼女のキャラクターをとらえる場合、芝居は全然変わってくる 思 ます。ヴォイツェクと同じようにマリーもまた悲劇的であるという意見も、マリーの人間らしさ い 点から出てい のではないかと思いました。
小松
　マリーを人間らし と感じるのは、マリーの弱 面がしっ りと描き出されているからだと思います。
太田
　今回のドラマリーディングの上演で がかなり歌っていて、マリーが主役 よう 見え し いました。最後に殺されてしまいますが、 そ ではヴォイツェクの狂気よ も、 マリーの悲劇の方を見て した。
角田
　すみません。ドラ ディングの話 出たんで、ここで少し近大のマリー役、高橋明日香の感想を紹介させてください 「 『ヴォイツェク』は昔書かれ 作品ですが、マリーは現代にも存在するような女性です とても魅力的で自由奔放な感じが私は好きです。浮気をしてしまうが、ヴォイツェクが帰ってこないことから、自分の罪に気づき、本当に大切なものは何かということがわ っ のだと私は ています」 （高橋）とのことです。
市川
　マリーは演出により変わりますね。韓国で見たヴォイツェク 完全な悪女でした。悪女の様なマリーが聖書を読み、 「貞淑」な妻として悩む、という演出で た
河中
　マリーはね 悪女にしてしまった方がヴォイツェクは際立つんじゃ かと思うん す。
市川
















　描き方、ねえ…。役名が ヴォイツェク、マリー」が実名、 「医者、大尉」 職業名 そのことからもわかるように医者と大尉は人間的に描かれた登場人物というより、ヴォイツェクの置かれた時代背景を代表して る一種「背景」のようなものだと思う。ヒエラルキーの上部にいるもの、というような。
樋口



























　そもそも「標準的な 」と うのは戯曲が書か た当時、無かったでしょ？
市川




聖書から引用される〈炎〉を、彼を貧困と屈辱のうちに自分を閉じ込める社会を滅ぼす〈最後の審判〉の象徴と見ると、 〈この世は氷のように冷たい〉というセリフにそれが端的に表れているように思います。この物語は〈人間疎外〉をテーマにしてい とも言えないでしょうか」 （大野）
徳原
　私もヴォイツェクを「生を疎外されたもの」として考えました。主人公ヴォイツェクは、最初から、社会と宗教、家族といったしがらみ 中に閉じ込められ 人物 して描かれています。ヴォイツェクの狂気は 貧しさやマリーの浮気 現実に起因するものではなく、社会的規範に閉じ込められ、生を疎外された人物としての狂気ではないでしょうか。というのも、ヴォイツェクは冒頭からヘンな人格の持ち主だからです。
　私はこの物語を、貴族と民衆の対立としてではなく、社会と自然、生の疎外（社会）と生そのもの（自然）の
対立として描いている はない と思 ました。なぜならヴォイツェクのア ドレースとの散歩や生死が関わるシーンはすべて自然の中で描写されるからです。そ よう 考えを私は『レンツ』を読んだ きに確信しました。医者と大尉が名前を持たないの 社会の代表的存在と 捉え れているからではないでしょうか。社会という現実に対して、聖書は彼を救いませんでした。それは、ビューヒナーが無神論者 あることとも合致しますよね。
市川



























































　では、先ほど議論になった医者役 平山ゆず子のコメント 。 女医、ということ 悩みま が、 『支配者・被支配者』の側面を強調することで解決 うると思います。ただ、一つ疑問が 『立派な人殺し』 なぜ医者に言わせたのでしょうか？ 　原作では裁判所 廷吏が言っており そのためリアリティも増す 思うのですが。
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『ヴォイツェク』の持つ荒々しい挑発力は私たちを捉えて離さない。この作品が未完の断片であり、断片をつなぎ合わせたモンタージュ劇であることも、こうした挑発力の源泉になっているのかもしれない。ワイマールのゲーテ・シラー文書館にはビューヒナーの手書きの草稿が残されているが、薄いインキ、 すれて乱雑な書体のために、判読は困難を極め 。一九二五年に初演されたアルバン・ベルク （
A
lban B


































ら読み解こうと て、冒頭に大尉がヴォイツェクに髭剃りをさせる場面を置いた。金持ちと貧乏人のかみ合わない対話の中に、両者の階級的立場や対立を表した場面だ 、作品 わかりやすいものにしようとする編者 意図が感じられる。だがこの「さび」の部分は冒頭にはやはり重（要）すぎ 。むしろヴォイツェクやマリーの日常生活を見せることか 始めて、上流 登 その後 ほうが作品の輪郭ははっきりするように思 草稿から判断する限り、そのほう 作者ビューヒナーの意図にも近い ずだ。
研究者の間ではレーマン版の出現により駆逐された感のあるベルゲマン版テクストだが、表現者の間ではオペラ







変え、 場面も若干付け加えている。多くの論議を呼んだ台本だが、 貧困（精神的なものも含めて） 、 疎外、 服従といったテーマは、戦争や軍隊という背景から導き出したほうがインパクトは強い。他の班はレーマン版が基本になっている。作品は「年の市」 、 「嫉妬」 、 「殺害」という、三つの場面群で構成されるが、１班は年の市（見世物小屋）の三場面を冒頭に置いている。見世物小屋で芸をする動物が、 やがてヴォイツェクたちに重なる比喩的場面で、 ビューヒナーもこの場面から書き始めた。 （Ｈ１参照） 。だがコンテクスト（貧しい人たちの生活）を先に示した方 この場面の意味がはっきりするように思う 貴族平面と民衆平面 作品では交互に現れてくるが、このコントラストを言葉で表現しようとしたのが３班であ 関西弁を要所に使っている。５班の台本では明らかにマリーが主役 なるようにアクセント 移されており、注目に値する。六つのうちから私が選ぶとすれば４班の台本だろう。最初に子どもたち よって殺人事件が語られ、廷吏の「立派な殺人〔…〕 」という口上の後に はじめて本編が始まる。歌を重視しているのもいい。
以上のような作業を踏まえ、市川版の翻訳台本を作ってみた。ベースになっているのはポシュマン版である。最













なる舞台を作り上げていく。この時代の作家には珍しく、 『ヴォイツェク』では歌や踊りが重要な役割を果たしている。アンドレースはいつも歌っているし、マリーや老人、女の子たちが歌う民謡風の歌にも筋が先取りされている。老婆が語る孤独な子どもの童話も、グリム童話や聖書からの引用も、この作品の叙事詩的特徴を際立たせている。踊りは民衆的なお祭り文化の生命力あふれ 構成要素だが、マリーと軍楽隊長の熱情的な踊りはその極致である。だがそれ や て 「死の舞踏」 となる 「なんて赤い月が出てるんだろう」 。池のほとり ヴォイツェクがマリーに言う 「赤い唇」 「赤い靴下」 「赤 ひ 」 「赤い月」 「真っ赤だ、血だ」…赤は殺人へとつ がる。表現主義の絵画のような舞台を装置や照明で作ることも可能だろう。
何百万もの人がいちどきに見るテレビドラマや、複製して同時上映が可能な映画に対して、演劇は限られた席の
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Nach dem epikureischen Danton (Dantons Tod , 1835), dem 
wahnsinnigen Dichter Lenz (Lenz, 1836) und dem melancholischen Prinzen 
Leonce (Leonce und Lena , 1836) wandte sich Georg Büchner (1813-37) an 
den gemeinen Soldaten Woyzeck. (Woyzeck, 1836) 
Büchners letztes dichterisches Werk Woyzeck entstand im Sommer 
und Herbst 1836, als er sich im Straßburger Exil darauf vorbereitete, nach 
Zürich überzusiedeln. Die Hauptfigur ist Franz Woyzeck, ein hessischer 
Infanteriesoldat. Er hat mit seiner Geliebten Marie ein uneheliches Kind 
und sein ganzer Lebensinhalt besteht darin, für sie zu sorgen. Neben 
seinem Militärdienst arbeitet er zusätzlich beim Hauptmann und beim 
Doktor, die Woyzeck immer verspotten. Marie lässt sich mit dem 
Tambourmajor ein und Woyzeck ersticht sie.
Woyzeck  beruht auf mehreren zeitgenössischen Mordfällen. Die 
Hauptquelle ist der Fall des Joahann Christian Woyzeck, der am 21. Juni 
1821 in Leipzig seine Geliebte Johanna Christiane Woost (er 41, sie 46 
Jahre alt) aus Eifersucht erstochen hatte. Der Autor schöpfte das Meiste 
über den Mord aus den beiden „Gutachten des Hofrats Dr. Johann 
Christian Clarus“, die den „Gemüthszustand des Inquisiten“ analysier-
ten. Woyzeck ist ein aus den Worten des Mörders gesponnenes Werk.
Woyzeck  ist ein Dramenfragment und es gibt davon vier 
Handschriften mit zum Teil verschiedenen Szenen und Szenenfolgen. Man 
betrachtet heute H4 als letzten Entwurf und legt sie den Ausgaben 
zugrunde. Zu beachten ist, dass ein abgeschlossenes Drama Woyzeck nicht 
existiert. Die Ganzheit des Textes ist eine Wunschvorstellung der 
Interpreten (Dedner). Die Editionsgeschichte von F. Bergemann (1922) 
über W. R. Lehmenn (1967) bis H. Poschmann (1984) beweist das. 
In einem Brief an Karl Gutzkow offenbart Büchner seine 
Weltanschauung sehr deutlich; „das Verhältnis zwischen Armen und 
Reichen ist das einzige revolutionäre Element in der Welt“. Wesentliches 
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Thema des Woyzeck ist die materielle Armut und der Pauperismus in 
seinen destruktiven Konsequenzen. Büchner sagt: „Man versuche es 
einmal und senke sich in das Leben des Geringsten und gebe es wieder, in 
den Zuckungen, den Andeutungen, dem ganzen feinen, kaum bemerkten 
Mienenspiel.“ Der Blick des revolutionären Autors ist auf die „Geringsten“ 
in der Gesellschaft wie Woyzeck und Marie fixiert. Büchners Realismus ist 
mit seinem Humanismus eng verbunden.
Beachtenswert ist auch Büchners Intertextualität. Die dramatischen 
Entwürfe des Woyzeck integrieren in auffälliger Weise „alltagskulturelle 
Elemente wie Volksl ieder ,  Märchen,  Kinderabzählreime oder 
bibelsprachliche Wendungen“ (Ariane Martin). Andres singt immer, und 
Marie und die Kinder auch manchmal. Es gibt dem Drama den Charakter 
eines Musikstücks. Die Szenen, kurz und fragmentarisch, sind ohne 
Zusammenhang locker gebunden, wie eine Montage. Büchner nimmt 
Brechts episches Theater vorweg.
       　＊　＊　＊
Mein Seminar hat eine Reihe von Aufführungen deutscher 
Theaterstücke zum Gegenstand und wir nehmen uns dieses Jahr Büchners 
Woyzeck vor. Die Aufführung soll in Kooperation von Studenten zweier 
Universitäten erfolgen, nämlich der Studenten des Fachbereichs 
„Darstellende Kunst“ der Fakultät für Literatur- und Kunstwissenschaften 
der Universität Kinki und unseren Studenten der philosophischen Fakultät 
der Universität Osaka. Wir haben angefangen, den Text zu lesen und 
versucht, eine neue Bühnenfassung fertig zu schreiben, die verschiedenen 
Fassungen vergleichend. Wir unterstützen als Dramaturgen die Studenten 
an der Universität Kinki theoretisch und sie spielen das Stück. 
Im ersten Teil dieser Abhandlung verschaffe ich mir einen Überblick 
über Büchners Leben und Werk und interpretiere einzelne Werke. Im 
zweiten Teil steht die Diskussion der Studenten über Woyzeck  im 
Mittelpunkt, und im dritten Teil Überlegungen zu unseren Aufgaben bei 
der Aufführung. Wir haben die Drama-Lesung schon im Juli erledigt und 
werden Anfang Februar zur Premiere kommen. Toi! Toi! Toi!
キーワード：未完の断片，リアリズム，階級（格差）社会，疎外，ブレヒト
